
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【緑地を楽しむ本】 

『すばこ』 

キム・ファン 文 ／ イ・スンウォン 絵 

ほるぷ出版 

すばこは、ひとがつくっ

た 鳥の家。 でもさいし

ょは、スズメやムクドリの

ひななどをつかまえるた

めのわなだったとか。 そ

れが鳥の家として作られ

るようになったのは、１０

０年ほど前、鳥が大好き

なドイツのベルレプシ

ュ男爵が、自身の広大

な領地になんとか鳥を

増やしたいと、約３０

００個もの巣箱をかけ

たことが始まりなんだ

そうです。最初は、注目

する人はいなかったよ

なドイツのベルレプシュ男爵が、自身の広大な領地

になんとか鳥を増やしたいと、約３０００個もの巣箱

をかけたことが始まりなんだそうです。 最初は、注

シの幼虫が大発生し、その地方の森や林のほとん

どが葉を食べられて、枯れてしまいます。 

目する人はいなかったようですが、ある年ハマキムシ

の幼虫が大発生し、その地方の森や林のほとんどが葉

を食べられて、枯れてしまいます。 ところが男爵の森だ

けは、巣箱に暮らす鳥たちのおかげで無事だったことか

ら、世界中に広まっていったとのこと。 コツコツと巣箱を

かけていった男爵の、鳥への愛情に胸が打たれます。 

 世界のいろんな巣箱が、かわいらしい絵で描かれてい

ます。        

 

 （遠藤） 


